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名 船 発 掘 ・日本

ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
式
に
参
加

じ
つ
は
コ
品
砂
丸
」
は
本
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
回

（７６

号
）
で
取
り
上
げ
た
。
再
度
紹
介
す
る
の
は
、
こ
の

船
の
古
写
真
が
最
近
発
見
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

筆
者
は
、
同
船
の
日
本
船
時
代
の
写
真
を
見
た
こ

と
が
な
い

（画
像
は
見
か
け
る
が
）。
前
身
の
貿
ア
ル

タ
」
時
代
の
写
真
も
、
『Ｐ
＆
０
』
（英
Ｗ
Ｓ
Ｓ
刊
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
１
枚
し
か
知
ら
な
い
。

ス
エ
ズ
運
河
の
開
通
式
に
参
加
し
た
英
国
船
、
と

い
う
輝
か
し
い
船
歴
の
持
主
で
あ
り
な
が
ら
、
写
真

が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
は
、
写
真
技
術
の
普
及
前
の
汽

船
と
い
う
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ

の
た
び
の
写
真
発
見
は
大

ニ
ュ
ー
ス
で
あ
る
。

発
見
者
は
森
田
裕

一
さ
ん
。
小
笠
原
出
身
。
本
誌

１
９
６
号
で

「東
京
湾
汽
船

・
東
海
汽
船
１
２
０
年

の
あ
ゆ
み
」
を
執
筆
し
た
海
事
研
究
者
で
あ
る
。
写

真
は
東
京
の
古
書
店
で
入
手
し
た
そ
う
だ
。

右
頁
の
写
真
が
そ
れ
。
原
写
真
の
サ
イ
ズ
は
２
４

３
×
１
８
８
ミ
リ
ｃ
薄
手
の
印
画
紙

（鶏
卵
紙
と
思

わ
れ
る
）
に
プ
リ
ン
ト
し
、
淡
い
着
色
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
写
真
説
明
は
い
っ
さ
い
付
さ
れ
て
い
な
い
。

が
、
森
回
さ
ん
も
筆
者
も
、　
一
見
し
て

「高
砂
丸
」

と
断
定
し
た
。
理
由
は
い
く

つ
か
あ
る
。

日
本
部
船
の
刊
行
物
掲
載
の
同
船
の
画
像
と
よ
く

似
て
い
る
こ
と

（帆
装
は
果
な
る
が
）．

３
木

マ
ス
ト
、
ス
ク
ー
ナ
ー
帆
装
、
ク
リ
ッ
パ
ー

船
音
の
平
甲
板
船
。
そ
し
て
街
素
な
上
部
構
造
物
を

持
つ
明
治
期
の
大
型
汽
船

（当
時
と
し
て
は
）
は
、

同
船
し
か
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
。

こ
の
写
真
の
船
名
標
記
。
船
吉
の
漢
宇
船
名
標
記

（右
横
書
き
）
を
拡
大
す
る
と
、
文
字
の
輪
郭
か
ら
、

３
文
字
の
最
初
の
字
は

「高
」
に
見
え
る
。
そ
の
下

の
ロ
ー
マ
宇
標
記

（左
横
書
き
）
は
８
年
■
４
字
。

４
字
は
む
ろ
ん

「
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
」
で
あ
り
、
８
字
の
最

初
の
３
字
は

「
Ｔ
Ａ
Ｋ
」
と
読
め
る
。

右
の
検
証
経
過
は
、
森
田
さ
ん
の
ブ
ロ
グ

「津
々

浦
々

・
漂
泊
の
旅
」
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

神
戸
～
横
浜
～
荻
浜
～
函
館
に
就
航

と
こ
ろ
で
、
こ
の
写
真
、
ど
こ
の
港
で
、
い
つ
ご

ろ
撮
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

も
と
も
と

「高
砂
丸
」
は
外
輪
推
進

（２
補
、
２

煙
突
）
の
汽
船
で
あ

つ
た
。
ス
ク
リ
ュ
ー
推
進

（３

猪
、
単
煙
突
）
に
英
国
で
改
装
さ
れ
、
横
浜
に
回
着

し
た
の
は
、
三
菱
時
代
の
１
８
７
９

（明
治
１２
）
年

２
月
で
あ
る

（コ
一菱
社
誌
』
第
６
巻
）
。

当
時
の
新
聞
の
出
帆
広
告
に
よ
る
と
、
以
後
、
１

８
８
３

（明
治
１６
）
年
ま
で
は
、
お
も
に
横
浜
～
神

戸
～
下
関
～
長
崎
～
上
海
に
就
航
し
て
い
る
。

１
８
８
４

（明
治
１７
）
年
以
後
は
、
１
８
８
８

（明

治
２‐
）
年
ま
で
、
神
戸
～
杖
浜
～
荻
浜

（宮
城
県
）

～
西
館
を
結
ん
で
い
た
。
同
船
な
ど
４
隻
に
よ
る
週

２
回
の
定
期
航
路
で
あ
る
。
こ
の
間
に
日
本
部
船
が

設
立
さ
れ
た
が
、
こ
の
航
路
で
は
、
三
菱
時
代
と
同

じ
述
航
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
、
以
後
、
米
国
船
主
に
売
却
さ
れ
る
１
８

９
８

（明
治
３‐
）
年
１
月
ま
で
は
、
横
浜
～
半
田
～

四
日
市
な
ど
の
沿
岸
航
路
に
就
航
し
、
と
き
お
り
神

戸
～
横
浜
～
荻
浜
～
函
館
に
も
使
わ
れ
た
。

右
の
船
歴
か
ら
撮
影
場
所
が
わ
か

っ
て
き
た
。

荻
浜
で
あ
る
。
右
頁
の
写
真
は
、
船
を
中
心
に
拡

大
し
た
も
の
だ
が
、
原
写
真
に
は
荻
浜
の
柱
島
が
写

っ
て
い
る
。
地
形
は
今
も
変
わ

っ
て
い
な
い
。

撮
影
時
期
は
い
つ
だ
ろ
う
。

１
８
８
４

（明
治
１７
）
～
９７

（同
３０
）
年
で
あ
る

こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
絞
れ
ば
、
１
８
８
７

（明
治
２０
）
年
前
後
の
数
年
間
で
あ
ろ
う
か
。

最
後
に
船
員
養
成
に
か
か
わ
る
話
題
を

一
つ
。

三
菱
は
政
府
命
令
で
商
船
学
校
を
創
設
し
、
船
員

養
成
に
当
た

っ
て
い
た
が
、
「高
砂
九
」
が
改
装
の
た

め
英
国

へ
遠
洋
航
海
す
る
に
際
し
、
生
徒
を
乗
り
組

ま
せ
て
実
習
を
お
こ
な

っ
た
。　
一
緒
に
改
装
さ
れ
る

こ
と
に
な

っ
た

「新
潟
九
」
に
も
、
生
徒
が
乗
り
組

ん
だ
。
１
隻
５
名
ず

つ
、
計
１０
名
で
あ
る
。

三
井
物
産
扱

い
に
よ
る
英
同
向
け
の
官
米
も
積
載

し
た
。
政
府
の
体
順
に
よ
る
輸
出
で
あ

っ
た
。

横
浜
を
出
航
し
た
の
は
、
「新
潟
九
」
が
西
南
戦
争

下
の
１
８
７
７

（明
治
１０
）
年
３
月
、
習
向
砂
九
」
は

同
４
月
。
両
船
と
も
、
老
朽
化
し
た
主
機
を
撤
去
し
、

帆
船
と
し
て
航
海
し
た
。
工
事
は
祉
須
賀
造
船
所
で

お
こ
な
わ
れ
た

（コ
一菱
社
誌
』
第
４
巻
）。

数
か
月
の
大
航
海
で
あ

っ
た
。
日
本
の
商
船
が
欧

州
ま
で
西
航
し
た
の
は
、
こ
れ
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
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